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第１学年 数学科学習指導案 
 

日 時  平成３０年１１月６日（火） ５校時 

学 級  

    

場 所  

授業者  

 

１ 単元名  「５章 平面図形」 

 

２ 単元について  

（１）題材（単元・教材）について 

学習指導要領における１学年の図形領域の目標は，「平面図形や空間図形についての観察見

取，操作や実験などの活動を通して，図形に対する直観的な見方や考え方を深めるとともに，

論理的に考察し表現する能力を培う」ことである。また見取，この章は中学校で扱う最初の

図形領域である。そこで，小学校の学習内容との関連を図るとともに，中学校３年間におけ

る図形領域での目標を見通して，図形の論理的な考察の基礎を培うことにつながる。 

この章では，平面図形の対称性に着目することで見通しをもって作図し，作図方法を具体

的な場面で活用する。こうした学習を通して，平面図形についての理解を深め，直観的な見

方や考え方を養うとともに，論理的に考察し表現する能力を培う。また，図形の移動につい

て理解し，二つの図形の関係について調べることを通して，図形に対する見方を一層豊かに

することをねらいとしている。 

 

（２）生徒について 

  ア 新入生学力調査の結果より 

 本単元に関わる内容は６項目の設問があり，５項目は県平均を上回っている。中でも，「面

積を求める式を読み取り，説明する」設問は県比１４７．１ポイントであった。しかし，県

平均を下回っている問題「ひし形の求積問題」については，県比９７．７ポイントであった。 

   質問紙の結果から，数学の学習を肯定的にとらえている生徒の割合は，設問３５「わから

ないとき，あきらめずにいろいろな方法を考える」９２％，設問３６「公式やきまりを習う

とき，そのわけを理解する」９７％，設問４１「授業を楽しみにしている」９７％，設問 

４２「既習内容を中学校でも生かしたい」９８％である。 

分からない問題に対しても粘り強く取り組む姿勢があり，授業や学習内容に対して前向き

で意欲的である。 
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イ レディネステストの結果（１０／３実施）より 

   この結果から，平面図形に対する基礎は概ね身に付いているものの，円の問題については

課題が残る。加えて，円周率πがあることで戸惑う生徒が多いことが分かった。（年度当初の

オリエンテーションで意識調査を行った結果，図形分野に対して，苦手意識をもっている生

徒も少なくない。）視覚的に示すこと，観察・操作的な活動や実験の直感的な取り扱いに重き

を置くことで理解を深められるようになると考える。 

 

 ウ 話合いについて 

  全校生徒を対象としたアンケート調査より（６月２８日） 

質問 

学年 

６「授業中，ペアやグループで話し合うことが好

きだ」とする肯定的回答 

１０「授業中，話し合う活動があると学習の意欲

が高まる」とする肯定的回答 

１年生 ８０．５％ ８７．８％ 

２年生 ６６．０％ ６８．１％ 

３年生 ６７．１％ ５３．１％ 

  話合い活動における肯定的回答は上記の通りである。特にも，１学年は活動に対して他学年

と比較しても前向きな生徒が多い。 

  授業では，話合いの場面において積極的に発言し，課題を解決しようとする姿勢が見てとれ

る。また，４人グループを基本として，司会や記録，発表などの役割をもって話合い活動を行っ

ている。 

 

 問 題 正答率 無回答率 誤答例 

１ (1) 1 組の三角定規を使って，点アを通る

次の直線をひきなさい。 

   

① 直線イに平行な直線 ９７.５% ２.５% 誤答なし 

② 直線イに垂直な直線 ９７.５% ２.５% 誤答なし 

(2) 1 辺の長さが 3cm の正三角形を，定規

とコンパスを使ってかきなさい。 

９７.５% ２.５% 誤答なし 

２ 直線アイを対称の軸と

する線対称な図形の一部

です。この図形を完成さ

せなさい。 

１００.０% ０.０% 誤答なし 

 

３ 点対称な図形をすべて選びなさい。 

 

 

 

９０．０% ０.０% すべてを選んでいない 

４ 半径 6cm の円について，次の問に答えな

さい。ただし，円周率は¼とします。 

   

(1) 円周の長さを求めなさい。 ７２．５% ５.０% ６π，３７.６８ 

(2) 面積を求めなさい。 ６７．５% ７.５% １２π，１１３.０４ 
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（３）指導について 

本単元では，まず直線や角，平行などの用語や記号について指導する。特にも，小学校で

既に学習している内容であるため，生徒の発言を促し，補足すべき内容は確認しながら指導

を行う。対称な図形においては，身の回りの例がある線対称な図形に比べて，点対称な図形

はある点を中心に１８０度回転させるという直感的には分かりにくい部分もある。具体的に

操作をさせながら理解を深めさせる。基本的な作図では定規とコンパスのみに制限して作図

をさせる。この２つの道具を使い，正確に作図をさせていく。最後に円とおうぎ形の性質に

ついて学び，円の面積や周の長さを求めさせる。公式を教え込むのではなく，いつでも公式

が自分で作り出せるように，学習を通して理解の定着をさせていきたい。観察，操作や実験

を通して，直感を大切にすることや視覚にうったえる指導を行い，生徒一人ひとりに学習内

容を理解させたい。 

 

３ 単元の指導目標と評価規準 

（１）単元の目標 

 ア 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係について調

べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現する能力を培う。 

① 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を理解し，それを具

体的な場面で活用すること。 

② 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について調べること。 

イ 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，図形

の計量についての能力を伸ばす。 

① 空間における直線や平面の位置関係を知ること。 

② 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間図形を平面

上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること。 

③ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積を求めること。 

 

（２）単元の評価規準 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形についての知識・理解 

様々な事象を平面

図形や空間図形など

で捉えたり，それらの

性質や関係を見いだ

したりするなど，数学

的に考え表現するこ

とに関心をもち，意欲

的に数学を問題解決

に活用して考えたり

判断したりしようと

している。 

平面図形や空間図

形などについての基

礎的・基本的な知識及

び技能を活用しなが

ら，事象を見通しを

もって論理的に考察

し表現したり，その過

程を振り返って考え

を深めたりするなど，

数学的な見方や考え

方を身に付けている。 

基本的な作図をし

たり，空間図形を見取

図，展開図，投影図に

よって適切に表現し

たり，図形の計量をし

たりするなど，技能を

身に付けている。 

平面図形や空間図

形についての性質や

関係，基本的な作図の

方法，平行移動や対称

移動及び回転移動，空

間における図形の位

置関係，図形の計量の

仕方などを理解し，知

識を身に付けている。 
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４ 単元の指導計画（全１７時間） 

次 時 主な学習活動 指導上の留意点 ◇評価規準 ◆方法 

１ 

図
形
の
移
動 

１ 

・しきつめ模様を，ずらす，回

す，裏返すという見方で観察す

る。 

・もとになる図形を決めて，それ

と合同な図形を並べて正六角

形の模様をつくる。 

・実際に操作を行い，理解を促

す。正六角形を合同な図形に分

割する活動を行ってから，その合

同な図形をもとになる図形としてし

きつめる活動を行わせる。 

◇図形の移動に関心をもち，図形どうしの関係を移動の見方で

観察したり，移動の性質を調べたりしようとしている。（関心・意

欲・態度） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

◇しきつめ模様を図形の移動の見方でみることができる。（見方

や考え方） 

◆図形の移動を説明できるか評価問題で見取る。 

２ 

・平行移動の意味を知る。 

・平行移動の性質を調べて，用

語や記号を用いて表す。 

・ある図形を平行移動させた図

形をかく。 

・平行移動後の位置が特定できる

ようにするためにはどのような情報

が必要かを意識させる。移動する

方向と距離が情報として必要であ

ることに気付かせる。 

◇平行移動の性質を，用語や記号を用いて表すことができ，平

行移動させた図形をかくことができる。（技能） 

◆平行移動させることができたか評価問題で見取る。 

◇平行移動の意味とその性質を理解している。（知識・理解） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

３ 

・回転移動と回転の中心の意

味を知る。 

・回転移動の性質を調べて，用

語や記号を用いて表す。 

・ある図形を回転移動させた図

形をかく。 

・点対称な図形を回転移動の

見方でみる。 

・回転移動では，回転の中心をど

こにとるかによって移動する位置

が変わる。どこを中心にどれだけ

回転するのか見取，実際に操作を

行い確認させる。 

◇点対称な図形を，回転移動の見方でみることができる。（見方

や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

◇回転移動の性質を，用語や記号を用いて表すことができ，回

転移動させた図形をかくことができる。（技能） 

◆回転移動させ，説明できたか評価問題で見取る。 

４ 

・対称移動と対称の軸，垂線，

垂直二等分線，中点の意味を

知り，対称移動の性質を調べ

て，用語や記号を用いて表す。 

・対称移動させた図形をかく。 

・線対称な図形を対称移動の

見方でみる。 

・どの直線を折り目とするかにより，

移動する位置が変わるため，折り

目の直線に対する意識をもたせ

る。 

・線分について調べるとき，長さへ

の意識をもたせる。 

◇線対称な図形を，対称移動の見方でみることができる。（見方

や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

◇対称移動の性質を，用語や記号を用いて表すことができ，対

称移動させた図形をかくことができる。（技能） 

◆対称移動させ，説明できたか評価問題で見取る。 

５ 

・図形どうしを重ね合わせるに

は，どのように移動させればよ

いかを考え，その移動を説明す

る。 

・図形の合同の意味を知る。 

・平行移動，回転移動，対称移動

を組み合わせた移動を行い，考え

させ，説明することができるよう促

す。回転の中心や対称の軸を意

識させ，対称性をよく考えさせる。 

◇平行移動，回転移動，対称移動を組み合わせた移動を考え，

説明することができる。（見方や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面をみる。また，評価

問題で見取る。 

６ 基本の問題 

２ 

基
本
の
作
図 

７ 

・定規とコンパスを使って正六

角形をかき，それがかけるわけ

を説明する。 

・作図における定規とコンパス

の役割と使い方を知り，簡単な

作図をする。 

・作図における定規（直線をひく）と

コンパス（円をかく）の役割と使い

方を理解させ，簡単な作図が正し

くできるよう促す。 

◇作図に関心をもち，基本的な作図の方法を考えたり，作図を

したりしようとしている。（関心・意欲・態度） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

◇コンパスの役割に着目して，正六角形がかけるわけを考え，説

明することができる。（見方や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見る。また，ノート

から見取る。 

８ 

・作図の方法を考えるために，

交わる 2 つの円の性質につい

て調べる。 

・２つの円の線分がどのように交

わっているかに着目させ，性質へ

の理解を促す。 

◇交わる２つの円の性質を見いだし，説明することができる。（見

方や考え方） 

◆交わる２つの円の性質を見いだし，説明することができるか評

価問題で見取る。 

９ 

・垂線の作図方法を考え，作図

をする。 

・点と直線との距離，平行な２直

線の距離の意味を知る。 

・作図を行うときは，図形の決定要

素に着目して，数学的用語も正し

く用いた表現が手順とともに説明

できるよう指導する。 

◇交わる２つの円の性質をもとにして，垂線の作図方法を考える

ことができる。（見方や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 



 

５ 

 

10 

・線分の垂直二等分線の作図

方法を考え，作図をする。 

・２点から等距離にある点は，線

分の垂直二等分線上にあること

を知り，それを利用した作図を

する。 

・円をかくときは中心をどこにする

のか，半径の長さ，また直線や線

分をひくには，どの２点を通る直線

をひくのかということを明らかにしな

ければ正しく作図できないことに気

付かせ，正しく説明させるようにす

る。 

◇交わる２つの円の性質をもとにして，垂直二等分線の作図方

法を考えることができる。 

◆垂直二等分線の作図が説明できたかグループやペアでの活

動の様子，発表の場面を見取る。 

◇垂直二等分線の作図ができる。（技能） 

◆垂直二等分線の作図ができたか評価問題で見取る。 

11 

・角の二等分線の作図方法を

考え，その作図をする。 

・角の２辺までの距離が等しい

点は，その角の二等分線上に

あることを知り，それを利用した

作図をする。 

・直線上の点を通り，その直線

に垂直な直線の作図方法を考

え，説明する。 

・正確に作図するためには，直線

を決める２点の距離が近すぎない

方が良いため，円の半径を大きめ

にとるよう促す。 

・直線上の点を通る垂線の作図と

角の二等分線の作図が同一視で

き，いろいろな場面で利用できるよ

うにさせる。 

◇交わる２つの円の性質をもとにして，角の二等分線や垂線の

作図方法を考えることができる。（見方や考え方） 

◆角の二等分線の作図が説明できたかグループやペアでの活

動の様子，発表の場面を見取る。 

◇角の二等分線の作図ができる。（技能） 

◆角の二等分線の作図ができたか評価問題で見取る。 

12 

・円の接線の性質を知る。 

・円の接線の性質を利用して，

円の接線の作図をする。 

・基本的な作図を利用して，い

ろいろな条件をみたす作図を

する。 

・円と直線が交わっているところか

ら，直線を連続的に移動させて，

直線が円と出あわない状態になる

までの間に，ただ１点で出あうこと

があることを直感的に把握させ，理

解を促す。 

◇基本的な作図を利用して，いろいろな条件をみたす作図の方

法を考えることができる。（見方や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

◇いろいろな条件をみたす点や図形を作図することができる。

（技能） 

◆いろいろな条件をみたす点や図形を作図することができたか

評価問題で見取る。 

13 基本の問題 

14 

・７５°の角をいろいろな方法で

作図し，その方法を説明する。 

・複数の作図の方法を比べて，

同じところやちがうところを話し

合う。 

・式をもとにして，作図を考えること

ができるということを意識させる。 

・共通点は焦点化しやすいが，相

違点は焦点化しづらいため，作図

の根拠が異なるものを取り上げて

考えさせる。 

◇基本的な作図を利用して，７５°の角を作図する方法を考え，

説明することができる。（技能） 

◆作業の様子，発表の場面，評価問題を見取る。 

◇複数の作図の方法を比べて，共通点やちがいを説明すること

ができる。（見方や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面や評価問題を見取

る。 

３ 

お
う
ぎ
形 

15 

・自動車のワイパーがふき取る

部分を，定規とコンパスを使っ

て図に表す。 

・おうぎ形と中心角の意味を知

る。 

・おうぎ形の弧の長さや面積

が，中心角に比例するかどうか

を調べる。 

・円を折り重ねる活動を通して，お

うぎ形が円の一部である図形であ

ることに気付かせる。 

・１つの円で見取，等しい中心角に

対する弧や面積が等しいという性

質を振り返り，その逆も成り立つこ

とも触れ，おうぎ形の弧の長さや面

積が中心角に比例することに気付

かせる。 

◇おうぎ形の弧の長さや面積に関心をもち，それらの求め方を

考えたり，求めたりしようとしている。（関心・意欲・態度） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

◇線分を回転移動させたあとにできる図形をかくことができる。

（技能） 

◆線分を回転移動させたあとにできる図形をかくことができたか

評価問題で見取る。 

16 

本

時 

・おうぎ形の弧の長さや面積の

求め方を，中心角に比例するこ

とをもとにして考える。 

・おうぎ形の弧の長さや面積を

求める。 

・色々なおうぎ形を用いて，この長

さや面積を求める活動から，一般

化を意識させる。 

・公式の有用性を理解させ，求め

方に重点をおいて指導する。 

◇おうぎ形の弧の長さや面積の求め方を，中心角に比例するこ

とをもとにして，考えることができる。（見方や考え方） 

◆話合いの様子や作業の様子，発表の場面を見取る。 

◇おうぎ形の弧の長さや面積を求めることができる。（技能） 

◆おうぎ形の弧の長さや面積を求めることができたか，評価問題

で見取る。 

17 基本の問題・章の問題 

 

 



 

６ 

 

５ 本時の構想 

（１）本時の目標 

おうぎ形の弧の長さや面積を求めることができる。 

 

（２）本時の評価規準 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる 支援を要する生徒への手立て 

見方や

考え方 

おうぎ形の弧の長さや面

積の求め方を，中心角に比

例することをもとにして考

えて，説明できる。 

おうぎ形の弧の長さや面

積の求め方を，中心角に比

例することをもとにして，

考えることができる。 

円をしきつめられるようなおうぎ形

を考え，全体に対する割合に基づい

て，おうぎ形の弧の長さや面積を求め

ることができることを考えさせる。 

技能 公式を用いて，正確にお

うぎ形の弧の長さや面積を

求めることができる。 

おうぎ形の弧の長さや面

積を求めることができる。 

円の周や面積を求める公式や文字を

使った式の表し方を振り返り，公式に

値を代入させる。 

 

（３）本時の指導 

   初期の段階では，円をしきつめられるようなおうぎ形，すなわち中心角が３６０°の単位分数

倍であるおうぎ形を考える。全体に対する割合にもとづいて，おうぎ形の弧の長さや面積を求め

ることやおうぎ形の弧の長さをもとにして面積を求めることから，いろいろなおうぎ形について

確かめて一般化し，公式を導く。また，本時に扱う半径と弧の長さからの求積問題は，空間図形

の表面積を求める場面で扱うものであるが，スパイラルな学習を意図して次単元への効果的な指

導になると考え，取り入れた。 

これまで生徒は，話合い活動や互いに説明する活動，教え合いを行ってきている。本時におい

ても，話合い活動を通して，問題解決に向かえるよう授業を展開したい。また，図形を苦手とす

る生徒が少なくないため，系統性をもたせた問題を提示して理解を促し，全員が評価問題を解け

るよう指導したい。振り返りでは，おうぎ形の面積や弧の長さを求めるには，中心角や弧の長さ

をもとにして考えればよいという内容の記述を期待したい。 

 

（４）本時で用いる仮説の手立て 

ア 仮説（１）① 話し合う必要性の高いテーマ設定  

求積問題の解決場面で，色々な中心角のおうぎ形の弧の長さや面積を求めることとし，話

合いの中から解決させることをねらった。特にも，中心角が分からないおうぎ形の面積を求

めることをテーマの中心に据える。 

  イ 仮説（２）① 自分の意見に根拠をもたせるために他との相違点・類似点を明確にさせる 

公式を導く場面で，互いの意見に根拠をもたせて話し合うことで一般化に向かわせたい。

この際，ホワイトボード（ＷＢ）を活用し，視覚的に交流しやすい環境で話合いを深めさせ

たい。 

 

 

 



 

７ 

 

（５）本時の展開（１６/１７時間） 

段 

階 
学習内容 学習活動 形態 

指導上の工夫および留意点 

 ◇本時のねらいの評価 

 ☆研究仮説の実践 

導 

入
（
15
分
） 

１ 前時学習内容の想起 

 

 

２ 問題の提示 

 

 

３ 学習課題の提示 

 

 

 

 

 

・おうぎ形と中心角の意味や，弧の

長さや面積が中心角に比例すること

を確認する。 

・おうぎ形がもとの円の何倍か求め

る問題をもとにして，おうぎ形の面

積を求める。（Ａ，Ｂ，Ｃ） 

・ピザ屋の話から，半径と弧の長さ

が分かる問題を提示し，その問題解

決から，おうぎ形の弧の長さや面積

を求めることを確認する。 

ペア 

一斉 

 

個 

ペア 

 

一斉 

・おうぎ形の面積や弧の長さを

求めるときのポイントが中心角

であることを確認させる。 

・単に中心角を２倍すると面積

も２倍になることを確認させる。 

・図を示し視覚でも確認させる。 

（Ｂ，Ｃははじめ提示しない。） 

・色々なおうぎ形の弧の長さや

面積を求めることについて考え

ることを確認させる。 

展 
 

開
（
25
分
） 

４ 学習課題の追究 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめ 

 

６ 適応問題 

・どのコースが得か比較する。 

 

 

 

 

・おうぎ形の面積を求める。 

・中心角が分からないため，面積が

求められないことから，課題を明確

にし，課題解決につなげる。（Ｄ） 

・話合いの中から一般化して，公式

に結びつける。 

・半径と中心角，半径と弧の長さが

分かっているおうぎ形の面積をそれ

ぞれ求めて比較するための見通しを

もつ。（ＥorＦ） 

個 

グループ 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

ペア 

一斉 

・もとの円の何分の何かわから

ないから困るという認識をさせ

る。 

☆仮説（１）①【テーマ】 

4 人グループで正解を導く。 

☆仮説（２）①【根拠】 

 共通点や相違点を明確にして

話合い，公式が導けるよう促

す。（ＷＢを利用） 

◇おうぎ形の弧の長さや面積の

求め方を，中心角に比例するこ

とをもとにして，考えることが

できる。(見方や考え方) 

・公式を利用して，問題を解く

よう促す。 

終
末
（
10
分
） 

７ 評価問題 

 

 

 

 

８ 振り返り 

 

・評価問題に取り組む。根拠をもっ

て説明する。（ＥorＦ） 

 

 

 

・本時の学習を振り返り，自己評価

をノートに記入する。 

個 

一斉 

・時間を確保し，問題に取り組

ませる。全体で確認する。 

・類題を解いて，確認させる。 

◇おうぎ形の弧の長さや面積を

求めることができる。(技能) 

・早く解いた生徒はさらに類題

を取り組ませる。（ＧorＨ） 

 

おうぎ形の面積を求めよう。 

Ａ：半径３０cm 中心角６０° 

Ｂ：Ａの中心角２倍，半径半分（半径１５cm 中心角１２０°） 

Ｃ：Ａの半径２倍，中心角半分（半径６０cm 中心角３０°） 

Ｄ：半径３０cm 弧の長さ１５πcm 

Ｅ：半径３cm 中心角２４０° Ｆ：半径５cm 弧の長さ２πcm 

Ｇ：半径６cm 中心角２４０° Ｈ：半径６cm 弧の長さ６πcm 



 

８ 

 

（６）板書計画 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
おうぎ形の面積を求めよう。 

Ｑ．どのコースが得でしょうか。（予想） 

Ｂ：Ａの半径半分 中心角２倍  Ｃ：Ａの半径２倍  中心角半分 

        

 Ans.７５π ㎠     Ans.３００π ㎠ 

（評価問題）面積を求めなさい。 

Ｅ：半径３cm  中心角２４０°  Ｆ：半径５cm 弧の長さ２πcm 

 

  Ans.６π ㎠       Ans.５π ㎠   

 

生徒の考え，グループでの話合いの結果から答えを出

す。そして，公式を導き出す。（ＷＢを利用する。） 

Ｑ．おうぎ形の面積と弧の長さを求めよう。 

Ａ：半径３０cm 中心角６０° 

Sx302A¼A 60¸
360¸

lx2A¼A30A 60¸
360¸  

Ans.１５０π ㎠，１０πcm 

Ｄ：半径３０cm 弧の長さ２０πcm 

Sx302A¼A
20¼
60¼  

Ans.３００π ㎠ 

＊Ｃ，Ｄコースが得である。 

円の何分の何か？ 

Sx32A¼A 240¸
360¸

Sx52A¼A
2¼
10¼

30cm

Sx152A¼A 120¸
360¸

Sx602A¼A 30¸
360¸

・半径と弧の長さが
分かっているとき

Sx¼r 2A
l

2¼r


